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令和7年7月15日発行議会だより議会だより

66月定例会月定例会

「浜中学」を学んで （横山 未鈴 さん）
「吉祥」 （増井 天馬 さん）

8Ｐ

一 般
質 問 3人の議員が町政を問う 5P～7P

予 算
審 議 2Ｐ～4P子ども発達支援事業の親子教室とは

　

初
夏
の
風
物
詩
「
棹
前
コ
ン

ブ
漁
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ブ
の
豊
漁
と
と
も
に
ま

ち
に
活
気
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
力
強
く
海
を
駆
け

る
船
が
、
浜
中
の
豊
か
な
海
の

恵
み
を
満
載
に
帰
港
し
て
い
る

様
子
。

表
紙
の
写
真
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国保税一世帯当たり国保税一世帯当たり
平均1万8369平均1万8369円の円の減減
課税限度額109万円に課税限度額109万円に

補
正
予
算
審
議
か
ら

定例会
66月月
12日〜13日

　
６
月
定
例
会
が
12
日・13
日
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
と
条
例
改
正
な
ど

14
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
２
億
７
２
４
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
99
億
１
２
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
北
海
道
か
ら
示
さ
れ

た「
標
準
保
険
税
率
」を
基
に
、

前
年
所
得
と
決
算
見
込
み
を
考

慮
し
た
上
で
税
率
等
の
改
正
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
改
正
で
基
礎
課
税
分

は
一
世
帯
平
均
22
万
９
１
０
３

円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
１
万

２
１
６
６
円
の
減
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
分
は
一
世

帯
平
均
７
万
４
７
２
６
円
と
な

り
、
前
年
度
対
比
３
６
７
７
円

の
減
。

　

介
護
納
付
金
分
は
一
世
帯
平

均
６
万
６
３
８
６
円
と
な
り
、

前
年
度
対
比
５
２
６
０
円
の
減
。

　

こ
れ
に
よ
り
、一
世
帯
当
た
り

の
総
額
は
平
均
33
万
７
１
９
８

円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
１
万

８
３
６
９
円
の
減
額
と
な
る
。

本
年
４
月
１
日
か
ら
の
適
用
と

な
る
。

　

な
お
、
地
方
税
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
課
税
限
度

額
が
基
礎
課
税
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
分
で
３
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
３
区
分
の
限
度
額
合
計

は
１
０
９
万
円
と
な
っ
た
。

前年度との比較

年度 被保険者数 １人当たり
平均課税額 課税世帯 １世帯当たり

平均課税額 限度額

令和7年度 1,961 162,151 943 337,198 1,090,000

令和6年度 2,051 170,936 986 355,567 1,060,000

比 較 △ 90 △ 8,785 △ 43 △ 18,369 30,000

※この表は基礎課税分、後期高齢者支援分、介護納付金分の合算数である

問	

補
正
額
１
１
９
万
円
で
開

設
す
る
親
子
教
室
の
内
容
と
開

設
時
期
は
。

答	

本
町
の
子
ど
も
発
達
相
談

な
ど
は
、
く
し
ろ
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

令
和
5
年
以
降
心
理
士
が
在
籍

し
て
お
ら
ず
札
幌
市
に
あ
る
本

部
か
ら
の
派
遣
で
実
施
し
て
い

る
状
況
で
、
年
４
回
か
ら
２
回

に
半
減
し
て
い
る
。
本
町
の
療

育
機
関
は
１
箇
所
で
、
定
員
に

達
し
て
お
り
早
期
療
育
を
受
け

ら
れ
な
い
現
状
に
あ
る
。
保
健

師
と
並
行
し
て
心
理
職
の
募
集

も
し
て
お
り
令
和
７
年
４
月
に

公
認
心
理
師
を
採
用
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
親
子
教
室
を
開

設
し
、
健
診
な
ど
で
発
達
支
援

が
必
要
と
さ
れ
た
就
学
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
療
育

支
援
を
行
う
。
開
設
場
所
は
浜

中
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室
で
、
施
設
改
修
後
の

８
月
～
９
月
を
予
定
し
て
い
る

が
７
月
か
ら
本
庁
舎
内
で
プ
レ

オ
ー
プ
ン
す
る
。
教
室
の
開
設

は
利
用
す
る
子
ど
も
や
保
護
者

の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
１
組
に

対
し
週
１
回
か
ら
月
１
回
程
度

で
ニ
ー
ズ
な
ど
に
よ
り
回
数
は

異
な
る
。

子
ど
も
発
達
支
援
事
業
の
親
子
教
室
と
は

親子教室が開設される浜中農村環境改善センター
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問	

補
正
額
５
０
５
万
円
で
導

入
す
る
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
開
始

時
期
は
。

答	

こ
れ
ま
で
各
種
証
明
書
を

取
得
す
る
に
は
、
開
庁
時
間
内

に
役
場
本
庁
や
支
所
に
出
向
く

必
要
が
あ
っ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
導
入
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
利
用

で
全
国
ど
こ
に
い

て
も
証
明
書
の
取

得
が
可
能
と
な
る
。

〇
取
得
で
き
る
証

明
書
は
、「
住
民

票
の
写
し
」
と

「
印
鑑
登
録
証

明
書
」。

〇
多
機
能
端
末
機

を
設
置
し
て
い

る
コ
ン
ビ
ニ
で

利
用
で
き
る
。

町
内
で
は
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
３

店
舗
。

〇
利
用
時
間
帯
は
、
各
店
舗
営

業
時
間
内
の
午
後
11
時
ま
で
。

〇
取
得
費
用
は
、
こ
れ
ま
で
の

窓
口
手
数
料
と
同
額
。

〇
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
時
期
は
、

令
和
８
年
２
月
の
予
定
で
広

報
誌
な
ど
で
周
知
す
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は

根室市じん芥処理建設事業における負担金の経過
 （単位：円）

負担額
令和４年度 7,442,000
令和５年度 4,249,000
令和６年度 5,089,000
令和７年度 30,140,000
令和８年度 96,882,000
令和９年度 508,991,000
令和１０年度 161,998,000

計 814,791,000

問	

商
工
振
興

の
た
め
の
補
助

と
し
て
、
地
域

経
済
活
性
化
促

進
奨
励
補
助
66

万
円
と
小
規
模

事
業
継
続
支
援

補
助
２
０
０
万

円
の
補
正
で
あ

る
が
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
は
。

答	

地
域
経
済
活
性
化
促
進
奨

励
補
助
は
事
業
者
１
件
分
で

○
乳
製
品
陳
列
用
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
購
入
費
38
万
円
の
２
分
の

１
で
19
万
円
。

○
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
新
パ
ッ
ケ

ー
ジ
と
ケ
ー
ス
製
作
費
94
万

円
の
２
分
の
１
で
47
万
円
。

　

小
規
模
事
業
継
続
支
援
補

助
は
事
業
者
１
件
分
で

○
冷
凍
機
更
新
費
３
４
０
万
円

の
２
分
の
１
で
限
度
額
１
０

０
万
円
。

○
オ
ー
プ
ン
ケ
ー
ス
機
器
更
新

費
３
１
５
万
円
の
２
分
の
１

で
限
度
額
１
０
０
万
円
。

問	

補
正
予
算
２
６
３
８
万
円

と
当
初
予
算
３
７
６
万
円
は
、

根
室
市
じ
ん
芥
焼
却
場
の
建
設

費
負
担
金
で
あ
る
が
内
容
は
。

答	

本
町
は
根
室
市
に
可
燃
ご

み
焼
却
を
委
託
し
て
い
る
。
現

在
建
設
中
の
根
室
市
じ
ん
芥
焼

却
場
は
、
本
町
と
根
室
市
と
の

広
域
連
携
に
よ
り
実
施
す
る
も

の
で
総
事
業
費
88
億
円
の
一
部

を
負
担
す
る
も
の
。
年
度
別
の

負
担
額
は
表
の
と
お
り
。

商工振興の補助は

根室市じん芥焼却場
� 建設費負担の概要は

コンビニ交付サービスの多機能端末機

新焼却場の完成予想図
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□
公
営
住
宅
個
別
改
善
工
事

�

（
茶
内
団
地
Ｈ
03
）

（
契
約
先
）	

丸
重
種
市
建
設
㈲

（
契
約
金
額
）

	

２
億
１
８
９
０
万
円

（
工
期
）	

令
和
８
年
１
月
30
日

辺
地
総
合
整
備
計
画

�

策
定
・
変
更

〇
策
定
（
円
朱
別
地
区
辺
地
）

　

公
社
営
草
地
整
備
事
業
３
４

０
０
万
円
で
、
令
和
７
年
度
～

11
年
度
ま
で
の
５
年
間
。

〇
策
定（
西
円
朱
別
地
区
辺
地
）

　

公
社
営
草
地
整
備
事
業
１
億

１
４
０
０
万
円
で
、
令
和
７
年

度
～
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
。

〇
変
更
（
姉
別
地
区
辺
地
）

　

令
和
３
年
度
～
７
年
度
ま
で

の
計
画
に
、
公
社
営
草
地
整
備

事
業
２
億
１
８
０
０
万
円
を
加

え
る
。

〇
変
更
（
茶
内
地
区
辺
地
）

　

令
和
４
年
度
～
８
年
度
ま
で

の
計
画
に
、
境
橋
改
修
工
事
１

９
７
０
万
円
と
公
社
営
草
地
整

備
事
業
１
億
１
７
０
０
万
円
を

加
え
る
。

〇
変
更
（
熊
牛
地
区
辺
地
）

　

令
和
４
年
度
～
８
年
度
ま
で

の
計
画
に
、
公
社
営
草
地
整
備

事
業
１
３
０
０
万
円
を
加
え
る
。

□
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備

事
業
（
再
編
整
備
事
業
）
浜

中
第
２
地
区

（
契
約
先
）	

公
益
財
団
法
人　

	

北
海
道
農
業
公
社

（
契
約
金
額
）	

２
億
84
万
円

（
事
業
期
間
）

	

令
和
７
年
度
～
令
和
10
年
度

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

	

重
点
支
援
給
付
金
事
業

	

１
４
６
８
万
円

○
そ
の
他
事
業
２
件

　

合
計
金
額　

１
９
３
１
万
円

　

い
ず
れ
も
令
和
６
年
度
内
に

終
了
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

事
業
費
を
令
和
７
年
度
に
繰
り

越
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

繰
越
明
許
費�

繰
越
計
算
書
の
報
告

草
地
の
設
置

委
託
契
約
を
可
決

工
事
請
負
契
約
を
可
決

その他の主な歳出（一般会計）
歳　出　の　内　訳 金　　額

かんがい排水事業用水施設管理費 ６７５万円

高齢者在宅生活支援事業委託料 ３５１万円

福祉職修学資金貸付金（保育士） １９２万円

問	

44
万
円
で
導
入
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
支
援
ア

プ
リ
の
具
体
的
な
活
用
法
と
高

齢
者
福
祉
に
対
す
る
利
便
性
は
。

答	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
ア
プ
リ
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
名
称

は
「
ま
ち
た
っ
ぷ
」。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し

た
事
の
無
い
高
齢
者
で
も
簡
単

に
操
作
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
予

防
の
取
り
組
み
は
、
自
宅
で
の

健
康
維
持
に
有
効
で
あ
り
、
高

齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
不
安

解
消
や
業
務
の
効
率
化
が
図
れ

る
。
現
在
は
、
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
「
健
康
教
室
」
や
「
ハ

ツ
ラ
ツ
倶
楽
部
わ
っ
は
っ
は
」

な
ど
、
各
種
介
護
予
防
事
業
の

お
知
ら
せ
と
出
欠
確
認
を
メ
イ

ン
に
活
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
利
用
者
個
人
へ
の
き
め
細

や
か
な
対
応
が
可
能
に
な
る
。

　

現
在
の
登
録
者
数
は
56
名
で

内
44
名
が
70
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
り
、
利
用
者
の
平
均
年
齢

は
77
歳
で
最
高
齢
は
89
歳
で
あ

る
。
令
和
６
年
12
月
か
ら
無
償

で
試
験
導
入
し
て
き
た
が
、
令

和
７
年
６
月
か
ら
有
償
と
な
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
ア
プ
リ
の
内
容
は

「まちたっぷ」のアプリ画面

た
め
令
和
８
年
３
月
分
ま
で
を

予
算
計
上
し
た
。
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田
甫	

現
在
の
浜
中
診
療
所
は

丁
寧
な
診
察
・
検
査
を
経
て
的

確
な
診
断
を
下
し
、
適
切
な
投

薬
や
迅
速
に
二
次
医
療
機
関
へ

繋
げ
る
な
ど
受
診
者
に
信
頼
さ

れ
る
一
次
医
療
機
関
で
あ
る
。

看
護
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
親
切
な

対
応
か
ら
も
受
診
者
に
安
心
感

を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
運
営
状
況
を
見
る
と

診
療
収
入
が
約
４
割
で
約
６
割

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で

一
方
、
支
出
の
７
割
強
が
義
務

的
経
費
で
あ
り
厳
し
い
運
営
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
民
の
受
診
率
は
約
30
％
で

あ
り
、
小
児
医
療
に
対
す
る
不

安
か
ら
子
育
て
世
代
の
利
用
が

少
な
い
状
況
に
も
あ
る
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不

可
欠
な
浜
中
診
療
所
の
継
続
・

運
営
に
向
け
、
受
診
率
の
向
上

や
診
療
所
体
制
の
ス
リ
ム
化
な

ど
を
検
討
す
る
考
え
は
。

町
長	

か
か
り
つ
け
医
を
選
ぶ

の
は
個
人
の
自
由
で
あ
り
、
そ

の
選
択
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
診
療
所
の
運
営

状
況
や
医
療
に
関
す
る
情
報
提

供
を
強
化
し
、
町
民
に
選
ば
れ

る
医
療
機
関
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

地
方
自
治
体
の
多
く
は
医
師

の
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、
特

に
産
科
医
・
小
児
科
医
で
顕
著

な
状
況
で
あ
る
。
同
時
に
ど
の

自
治
体
も
抱
え
る
課
題
が
人
口

減
少
で
あ
り
、
医
療
の
広
域
化

を
検
討
す
る
時
期
と
考
え
る
。

現
在
は
、
厚
岸
町
と
夜
間
・
休

日
の
救
急
医
療
連
携
を
図
っ
て

い
る
が
、
小
児
医
療
連
携
に
つ

い
て
も
協
議
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
民
間

が
実
施
し
て

い
る
小
児
オ

ン
ラ
イ
ン
診

療
に
つ
い
て

も
導
入
の
可

否
を
含
め
調

査
検
討
し
て

い
く
。

　

さ
ら
に
は

現
在
19
床
あ

る
入
院
病
棟

の
今
後
に
つ

い
て
も
両
医

師
を
は
じ
め

関
係
機
関
と

の
協
議
を
進

め
る
な
ど
、

地
域
医
療
の

構
築
を
図
っ

て
い
く
。

問
不
良
空
き
家
除
却
で
の

代
執
行
は
回
避
す
べ
き

答
空
家
等
対
策
会
議
や

協
議
会
で
検
討
協
議
す
る

田
甫	

個
人
の
空
き
家
を
行
政

が
解
体
す
る
代
執
行
は
「
放
置

し
て
お
け
ば
役
場
が
処
理
す
る
」

と
の
風
潮
に
な
り
、
後
々
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
か
ら
も

慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

地
域
の
課
題
と
捉
え
、
例
え

ば
自
治
会
事
業
と
し
て
実
施
す

る
な
ど
代
執
行
を
回
避
す
る
方

策
を
検
討
す
る
考
え
は
。

町
長	

行
政
か
ら
地
域
の
自
治

会
な
ど
に
対
し
負
担
を
強
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
域
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支

援
を
し
て
い
く
。
空
家
等
対
策

検
討
会
議
や
対
策
協
議
会
の
場

で
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

一次医療機関としての
� 浜中診療所の今後は
広域医療化を図り
� 継続運営していく

問

答

田�甫　哲�朗��議員

一般質問一般質問

地域医療を担う浜中診療所
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國
井	

１
～
２
億
円
規
模
の
整

備
内
容
は
。
全
天
候
型
も
想
定

し
て
い
る
の
か
。

町
長	

先
述
の
よ
う
な
内
容
を

考
え
て
い
る
が
、
複
合
遊
具
な

ど
は
金
額
の
変
動
が
予
想
さ
れ

る
。
今
回
は
屋
外
の
土
木
設
計

で
あ
る
た
め
、
全
天
候
型
は
想

定
し
て
い
な
い
。

國
井	

町
民
か
ら
意
見
を
聴
取

す
る
場
が
設
け
ら
れ
る
か
。

町
長	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
回

分
の
経
費
を
設
計
費
に
組
み
込

ん
で
い
る
。
作
成
し
た
計
画
案

を
た
た
き
台
と
し
な
が
ら
、
意

見
交
換
を
行
う
。

國
井	

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
と
し
た
移
送
方
法
の

進
捗
状
況
は
。

町
長	
町
の
バ
ス
で
試
行
事
業

を
実
施
す
る
。
内
容
は
、
浜
中

小
・
中
学
校
、
茶
内
小
・
中
学
校

に
通
う
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

て
バ
ス
送
迎
す
る
。
実
施
日
は

多
く
の
学
校
の
下
校
時
間
が
早

い
水
曜
日
を
実
施
日
と
し
て
、

６
月
25
日
、
７
月
16
日
、
８
月

６
日
の
３
回
。
８
月
６
日
は
夏

休
み
期
間
中
の
た
め
、
総
合
体

育
館
、
町
民
温
水
プ
ー
ル
へ
の

送
迎
も
実
施
す
る
。

國
井	

児
童

ク
ラ
ブ
が
開

設
さ
れ
て
い

る
茶
内
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
利

活
用
を
ど
の

よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長	

体
育

館
の
開
放
な

ど
児
童
館
的

な
施
設
へ
の

要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
が

社
会
体
育
施

設
と
し
て
現

在
利
用
し
て

い
る
町
民
と

の
調
整
、
職

員
確
保
、
施

設
の
基
準
と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
整
理
し
検
討
し
て
い
く
。

國
井	

各
地
域
で
の
居
場
所
づ

く
り
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

町
長	

地
区
ご
と
の
実
情
や
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り

地
域
と
連
携
し
取
り
組
む
。

國
井	
子
育
て
を
軸
と
し
て
連

携
す
る
た
め
の
組
織
作
り
を
。

町
長	

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
子

育
て
計
画
を
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ

す
る
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
り

そ
れ
に
向
け
て
組
織
作
り
も
検

討
し
て
い
く
。

國
井	

「
ふ
れ
あ
い
交
流
公
園

整
備
工
事
実
施
設
計
委
託
料
」

１
６
０
０
万
円
の
内
容
は
。

町
長	

落
下
防
止
柵
や
排
水
ト

ラ
フ
の
修
繕
な
ど
に
加
え
、
駐

車
場
の
拡
張
や
公
園
内
の
通
路

を
作
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
（
障
が
い
の
有
無
、
年
齢
、

性
別
、
国
籍
な
ど
に
関
わ
ら
ず

誰
も
が
分
け
隔
て
な
く
一
緒
に

遊
べ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
遊
具
）

を
導
入
す
る
。

公園を含めた子どもたちの
� 居場所づくりの推進を
人々が集える場を目指し
� 地域との連携を図る

問

答

國�井　　�葵��議員

一般質問一般質問

整備される「茶内ふれあい広場」

國
井
葵
議
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
令
和
７
年
６
月
１8
日

付
で
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。
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川
村	

空
き
家
解
体
に
関
す
る

補
助
制
度
は
、
浜
中
町
不
良
空

家
等
除
却
補
助
金
交
付
要
綱
に

よ
る
も
の
で
、
補
助
率
は
５
分

の
４
以
内
。
交
付
額
は
１
０
０

万
円
を
上
限
に
予
算
の
範
囲
内

で
交
付
さ
れ
る
。ま
た
、本
町
に

は
空
家
等
対
策
計
画
が
あ
り
、

計
画
の
対
象
と
す
る
空
家
等
の

種
類
は
、
国
の
特
別
措
置
法
や

浜
中
町
空
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
に
規
定
す
る
「
空

家
等
」
と
「
特
定
空
家
等
」
で

あ
る
。
こ
の
特
定
空
家
の
み
が

補
助
要
綱
に
基
づ
く
補
助
対
象

に
な
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
の
目
標
を

管
理
不
全
空
家
等
の
件
数
と
し

危
険
度
判
定
の
評
価
点
80
点
以

上
の
空
家
等
の
削
減
に
取
組
む

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
の
補

助
金
交
付
要
綱
に
掲
げ
る
空
家

等
の
内
、
空
家
計
画
で
危
険
度

判
定
を
受
け
た
80
点
以
上
も
町

の
単
独
補
助
対
象
に
加
え
る
制

度
拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長	

不
良
空
家
等
除
却
補
助

制
度
の
対
象
空
家
と
は
、
特
別

措
置
法
に
規
定
す
る
空
家
等
の

不良空き家等
� 除却制度の拡充を
制度の拡充による
�財源確保など検討したい

問

答

川�村　義�春��議員

一般質問一般質問

う
ち
、概
ね
一
年
以
上
、居
住
者

の
い
な
い
物
件
を
不
良
空
家
と

し
て
認
定
お
よ
び
判
定
さ
れ
た

も
の
。
判
定
は
、
不
良
度
の
測

定
基
準
を
定
め
た
測
定
表
に
よ

り
、
評
価
点
が
百
点
以
上
の
物

件
を
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
町
の
空
家
等
対
策

計
画
に
お
け
る
特
定
空
家
等
は

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
町
の
単
独
補
助
に
よ

る
空
家
等
へ
の
補
助
条
件
の
拡

充
は
、
国
の
補
助
対
象
外
と
な

り
、
全
額
町
費
負
担
と
な
る
こ

と
か
ら
財
源
確
保
も
踏
ま
え
、

今
後
検
討
し
た
い
。

問
津
波
被
災
後
を
想
定
し
た

�

復
興
計
画
の
策
定
を

答
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

�

策
定
は
必
要
と
考
え
る

川
村	

津
波
被
災
後
を
想
定
し

た
構
想
。
例
え
ば
、
津
波
が
襲

来
し
、
家
屋
や
店
舗
、
道
路
や

橋
梁
、
水
道
、
電
気
、
下
水
道

な
ど
が
被
災
し
た
場
合
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
興
に
向
け

た
手
順
な
ど
の
構
想
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長	

国
は
、
被
災
後
を
想
定

し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

策
定
を
推
進
し
て
い
る
。
町
と

し
て
、
事
前
復
興
計
画
の
作
成

は
必
要
と
思
う
が
、
そ
の
構
想

の
作
成
は
、
長
い
期
間
を
要
す

る
と
考
え
て
い
る
。

問
霧
高
生
の
活
性
化
案
を

�

行
政
施
策
に

答
提
案
さ
れ
た
内
容
を

行
政
施
策
に
反
映
し
た
い

川
村	

霧
多
布
高
等
学
校
３
年

生
が
浜
中
学
の
集
大
成
と
し
て

「
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
・
浜

中
」
の
活
性
化
案
を
発
表
。
ま

ち
づ
く
り
施
策
へ
の
反
映
は
。

町
長	

本
町
の
将
来
を
担
う
生

徒
た
ち
が
考
え
た
案
で
あ
り
、

可
能
な
も
の
は
行
政
施
策
に
取

り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

管理不全となっている危険空家のイメージ図
（危険度評価点80点以上99点未満）
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私
は
高
校
に
入
学
し
浜
中
学

を
学
び
始
め
、
自
分
の
故
郷
で

あ
る
浜
中
町
の
良
さ
を
よ
り
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

１
年
生
の
時
に
は
、
浜
中
町

の
自
然
や
産
業
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
中
で
も
浜
中
町
の
食

材
を
使
っ
て
作
っ
た
ピ
ザ
を
自

分
達
の
手
で
販
売
し
た
こ
と

や
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
会
を
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
際
に
議
員
の
皆
さ

ん
の
町
を
よ
り
良
く
す
る
と
い

う
熱
意
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
浜
中
学
の
魅
力
の
１
つ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
時
に
は
、
１
年
次

に
調
べ
た
浜
中
町
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
浜
中
町
の
歴
史
や
現
状
を
調

べ
、こ
れ
か
ら
の
浜
中
町
を
ど
う

し
て
い
く
か
を
考
え
て
、
見
学

旅
行
の
際
に
横
浜
の
商
店
街
で

浜
中
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
私
は
「
浜
中
町
の
昆
布

の
生
産
量
を
日
本
一
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
浜
中
町
の
昆
布

と
他
の
地
域
の
昆
布
を
比
較
し

て
対
策
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
普
段
近
く
で
見
て
い
る
昆

布
で
も
初
め
て
知
る
情
報
が
多

く
見
つ
か
り
、
浜
中
学
の
「
探

究
」
を
通
し
て
浜
中
町
の
魅
力

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
際

に
、
ど
う
し
た
ら
商
店
街
を
歩

く
人
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、

写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り

な
が
ら
呼
び
込
み
を
し
た
り
言

葉
だ
け
で
も
伝
わ
る
よ
う
に
わ

か
り
や
す
い
説
明
を
し
た
り
す

る
な
ど
色
々
な
工
夫
を
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
人
が

興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
話
を
聞

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
、
３
年
生
で

は
、
１
、
２
年
次
で
調
べ
、
学

ん
だ
こ
と
を
基
礎
に
「
協
働
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

「
〇
〇
」
×
「
浜
中
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
探
究
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
〇
〇
」に
入
る
部

分
は
各
自
が
自
分
の
進
路
や
関

心
に
合
わ
せ
て
設
定
し
、
自
分

の
テ
ー
マ
と
「
浜
中
」
を
掛
け

合
わ
せ
て
、
よ
り
よ
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
浜
中
学
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
高
校

生
な
ら
で
は
の
視
点
や
発
想
力

で
浜
中
町
を
盛
り
上
げ
る
取
り

組
み
を
考
え
、
生
ま
れ
育
っ
た

浜
中
町
の
発
展
に
貢
献
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

霧
多
布
高
等
学
校
３
年
Ａ
組

�

横
山　

未み

鈴す
ず

「
ワ
タ
ス
ゲ
に
た
た
ず
む
鹿
の
ひ
と
と
き
」	

６
月
９
日
撮
影

　
霧
多
布
湿
原
の
白
く
揺
れ
る
ワ
タ
ス
ゲ
の
群
生
。
鹿
は
綿
毛
の
世
界
を

楽
し
む
よ
う
に
、
穏
や
か
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
撮
影
者
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
曽
根
原 

麻
由この欄に掲載するまちの季節の写真をお寄せください。

次回の発行は令和７年10月15日です。
ご応募はこちらへ　浜中町議会事務局　E-mail: gikai@town.hamanaka.lg.jp    TEL: 62-2265

町のトピックス（話題）を
募集します！
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